
別表：令和６年４月１日以降の新設・見直しにより計画の作成等が必要な加算一覧 

 

○ 児童発達支援及び放課後等デイサービス 

加算名 算定要件（必要となる計画作成等の取組） 令和６年４月以降の当面の取扱い・留意点 

専門的支援実施加算【新設】 ○ 個別支援計画を踏まえ、理学療法士等によるアセス

メントに基づく専門的支援実施計画を作成するこ

と。 

○ 専門的支援実施計画は、４月サービス提供分の請求を行

うまでに作成することで差し支えない。 

○ ただし、理学療法士等によるアセスメントを踏まえて、

支援の必要性について判断し実施すること。 

延長支援加算【見直し】 ○「令和６年度障害福祉サービス等報酬改定に伴う児童発達支援及び放課後等デイサービスにおける個別支援計画の

取扱いの変更について」（令和６年３月 15日付事務連絡）を参照されたい。 

 

子育てサポート加算【新設】 ○ 個別支援計画に位置付けて計画的に実施すること。 ○ 個別支援計画への位置付けは、４月サービス提供分の請

求を行うまでに位置付けることで差し支えない。 

○ また、個別支援計画の次回見直しまでの間は、別の様式

（様式自由）に必要な事項を定めた上で、現行の個別支援

計画と併せることにより対応することとして差し支えな

い。 

○ ただし、障害児や家族等の状況を踏まえて、必要性を判

断した上で支援を行うこと。 

入浴支援加算【見直し】 

 

 

○ 入浴に係る支援の安全確保のための取組その他必要

な事項について、安全計画（※）に位置づけられて

いること。 

○ 個別に配慮すべき事項その他入浴に係る支援を安全

かつ円滑に実施する上で必要となる事項について個

別支援計画に位置づけること。 

（※） 運営基準により策定が義務付けられている安全

計画 

○ 安全計画の見直し（当該事項を計画へ位置付けるための

見直し）は、４月サービス提供利用分の請求を行うまでに

行うことで差し支えない。 

○ 個別支援計画への位置付けは、４月サービス提供分利用

分の請求を行うまでに位置付けることで差し支えない。 

○ また、個別支援計画の次回見直しまでの間は、別の様式

（様式自由）に必要な事項を定めた上で、現行の個別支援計

画と併せることにより対応することとして差し支えない。 



 ○ ただし、入浴支援の提供に当たっては、アセスメントを

行い、こどもの状態や特性等を踏まえて、安全性が確保され

る体制・環境（設備等）を整えた上で実施する必要があるこ

とに留意すること。 

○ なお、入浴支援加算においては、設備要件があるため、

４月末日までに指定権者へ加算届を提出すること。 

通所自立支援加算【新設】 

（放課後等デイサービスのみ） 

 

 

○ 通所に係る支援の安全確保のための取組その他必要

な事項について、安全計画（※）に定められている

こと。 

○ 個別に配慮すべき事項その他通所に係る支援を安全

かつ円滑に実施する上で必要となる事項について個

別支援計画に位置づけること。 

（※） 運営基準により策定が義務付けられている安全

計画 

 

○ 安全計画の見直し（当該事項を計画へ位置付けるための

見直し）は、４月サービス提供利用分の請求を行うまでに

行うことで差し支えない。 

○ 個別支援計画への位置付けは、４月サービス提供分の請

求を行うまでに位置付けることで差し支えない。 

○ また、個別支援計画の次回見直しまでの間は、別の様式

（様式自由）に必要な事項を定めた上で、現行の個別支援

計画と併せることにより対応することとして差し支えな

い。 

○ ただし、個々の障害児ごとの状態や特性について、事業

所が必要な情報を十分に把握した上で、安全性を確実に担

保して実施する必要があることに留意すること。 

自立サポート加算【新設】 

（放課後等デイサービスのみ） 

○ 個別支援計画を踏まえ、障害児が希望する進路を

円滑に選択できるよう支援するための自立サポート

計画を作成すること。 

○ 自立サポート計画の作成は、４月サービス提供分の請求

を行うまでに作成することで差し支えない。 

○ ただし、学校との連携を行い、支援の実施において必要

な情報等について共有を行う必要があることに留意するこ

と。 

個別サポート加算（Ⅲ）【創設】 

（放課後等デイサービスのみ） 

○ 個別サポート加算（Ⅲ）の取扱いについては、別途お示しする。追って事務連絡を発出する予定。 

 



人工内耳装用児支援加算（Ⅰ）（Ⅱ） 

【新設・見直し】 

○ 対象児の状態や個別に配慮すべき事項等について個

別支援計画に位置付けること。 

○ 個別支援計画への位置付けは、４月サービス提供分の請

求を行うまでに位置付けることで差し支えない。 

○ また、個別支援計画の次回見直しまでの間は、別の様式

（様式自由）に必要な事項を定めた上で、現行の個別支援

計画と併せることにより対応することとして差し支えな

い。 

○ ただし、言語聴覚士によるアセスメントを踏まえ、必要

な支援を提供すること。 

保育・教育等移行支援加算 

【見直し】 

○ 保育所等へ移行するための取組について、個別支援

計画に位置づけること。 

○ 個別支援計画への位置付けは、４月サービス提供分の請

求を行うまでに位置付けることで差し支えない。 

○ また、個別支援計画の次回見直しまでの間は、別の様式

（様式自由）に必要な事項を定めた上で、現行の個別支援

計画と併せることにより対応することとして差し支えな

い。 

○ ただし、障害児及び家族の意向や課題等を把握した上

で、必要な支援を提供すること。 

強度行動障害児支援加算【見直し】 

（児童発達支援） 

○ 強度行動障害支援者養成研修（実践研修）修了者に

より、支援計画シート等を作成すること。 

○ 支援計画シート等の作成は、４月サービス提供分の請求

を行うまでに作成することで差し支えない。 

○ ただし、研修修了者が有する専門性に基づくアセスメン

トを踏まえ、事業所内で必要な支援についてあらかじめ共有

すること及び適切な助言を行える体制を確保した上で支援

に当たる必要があることに留意すること。 

強度行動障害児支援加算（Ⅰ）（Ⅱ） 

【新設・見直し】 

（放課後等デイサービス） 

○ 強度行動障害支援者養成研修（実践研修又は中核

的人材）修了者により、支援計画シート等を作成

すること。 

 

 

 

 

 



○ 保育所等訪問支援・居宅訪問型児童発達支援 

加算名 算定要件（必要となる計画作成等の取組） 令和６年４月以降の当面の取扱い・留意点 

多職種連携支援加算【新設】 ○ 対象児のアセスメント結果に基づき、多職種連携

による支援の必要性について個別支援計画に位置

付けること。 

○ 個別支援計画への位置付けは、４月サービス提供分の

請求を行うまでに位置付けることで差し支えない。 

○ また、個別支援計画の次回見直しまでの間は、別の様

式（様式自由）に必要な事項を定めた上で、現行の個別

支援計画と併せることにより対応することとして差し支

えない。 

○ ただし、アセスメントを踏まえ、多職種連携による支

援の必要性について判断し、実施すること。 

強度行動障害児支援加算【新設】 ○ 強度行動障害支援者養成研修（実践研修）修了者

により、支援計画シート等を作成すること。 

○ 支援計画シート等の作成は、４月サービス提供分の請求

を行うまでに作成することで差し支えない。 

○ ただし、研修修了者が有する専門性に基づくアセスメン

トを踏まえ、事業所内で必要な支援についてあらかじめ共

有すること及び適切な助言を行える体制を確保した上で支

援に当たる必要があることに留意すること。 

 

○ 障害児入所支援 

加算名 算定要件（必要となる計画作成等の取組） 令和６年４月以降の当面の取扱い・留意点 

日中活動支援加算 

【職業指導員加算の見直し・新設】 

○ 入所児童の将来の日常生活・社会生活の見通しを

考慮した日中活動支援計画を作成すること。 

○ 日中活動計画の作成は、４月サービス提供分の請求を

行うまでに作成することで差し支えない。 

○ ただし、職業指導員により、入所児童の将来の日常生

活・社会生活の見通しを考慮した上で、必要な支援を提

供すること。 

要支援児童加算（Ⅱ）【新設】 ○ 心理担当職員が、対象児に係る心理支援のための

心理特別支援計画を作成し、心理支援を行うこ

と。 

○ 心理特別支援計画の作成は、４月サービス提供分の請

求を行うまでに作成することで差し支えない。 

○ ただし、心理担当職員により、心理支援の必要性につ

いて判断して実施すること。 



 

○ 共通 

加算名 算定要件（必要となる計画作成等の取組） 令和６年４月以降の当面の取扱い・留意点 

家族支援加算【新設・見直し】 ○ 個別支援計画に位置付けて計画的に実施すること。 ○ 個別支援計画への位置付けは、４月サービス提供分の請

求を行うまでに位置付けることで差し支えない。 

○ また、個別支援計画の次回見直しまでの間は、別の様式

（様式自由）に必要な事項を定めた上で、現行の個別支援

計画と併せることにより対応することとして差し支えな

い。 

○ ただし、障害児や家族等の状況を踏まえて、必要性を判

断した上で支援を行うこと。 

 


